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ABSTRACT 
 
本研究では、特別支援教育に携わる教員のメンタルヘルスと SOC（首尾一貫感覚）の関連

について明らかにし、教員のストレス低減の方法を検討することを目的とする。特別支援学

校教諭免許状を未取得で特別支援教育に携わる教員に対するメンタルヘルスチェックの結果

から、教職経験年数の長いベテラン教員群は、若手教員群と比べ有意味感覚が低いことが明

らかとなった。また、SOC はストレッサー尺度及び精神健康度 GHQ28 の下位尺度間におい

て負の相関が得られた。これより、特別支援教育教員のメンタルへルス改善のために、SOC
の保持・増進の必要性が示唆された。 
 
The purpose of this research is to disclose the teacher mental health of special needs 

education relating to sence of coherence and finding a way to reduce their stress. From 
the analysis result of mental health check of teachers that engaged in special needs 
education, it shows that the group of teachers with long years of teaching experience, the 
sense of meaningfulness is low compared with the group of young teachers. In addition, 
SOC had a negative association in stressor standard and GHQ(General Health 
Questionnaire).Than this to improve the mental health of special needs education 
teachers, the need for the maintenance and promotion of SOC was suggested. 
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Ⅰ．問題と目的 

 

１．教員のメンタルへルスの現状 

 文部科学省の教育職員に関する統計調査（2011）により、全国の公立小・中・高校、特別

支援学校などの教員約 92 万人のうち、病気休職者が 8660 名、そのうち精神疾患による休職

者は 5407 名であり、病気休職者のうち 62.4％が精神疾患を抱えていることが示された。 
 近年、多くの教員がストレスに悩まされる状況が続いており、文部科学省（2009）では「学

校教育は教員と児童生徒との人格的な触れ合いを通じて行われるものであり、教員が心身と

もに健康を維持して教育に携わることが重要である」と提言している。具体的な教員のメン

タルヘルス対策が早急に求められており、同省は校務の効率化や教員の事務負担の軽減を進

めるよう、都道府県教育委員会などに通知しているが、具体的なメンタルヘルスの対策は各

教育委員会に任されている現状にある。 
 石川・中野（2001）が小・中学校・高等学校に所属する教員を対象に行った調査では、日

常の仕事の中でストレスを「非常に感じる」あるいは「感じる」と答えた教員が半数以上を

超えている（田上・山本・田中，2004）。このような深刻な状況の中にあり、多くの教員の

ストレス改善のための研究が増え、教員のバーンアウト（燃え尽き症候群）に目を向けよう

といった動きが強まっている。こうした中で提唱された「教員バーンアウト」は特に教員に

限定した概念で、「教員が、理想を抱き真面目に仕事に専心する中で、学校のさまざまなスト

レスに晒された結果、自分でも気づかぬうちに消耗し極度の疲弊をきたすに到った状態」と

定義されている（田上・山本・田中，2004）。 
 教員のストレスの要因として高木・田中（2003）は職務自体・職場環境・個人的（家庭内）

の 3 つを挙げており、これらがバーンアウトと関連性があることを指摘している。このうち

職場環境の影響によるストレッサーに関しては、役割葛藤・同僚との関係・組織風土・評価

懸念の 4 因子 25 項目に分類がされている。 
 教職員の勤務の実態や意識に関する分析委員会（2008）が、沖縄県の公立小・中・高校、

特別支援学校に在籍する本務職員 12,760 人を対象にした調査を実施した。その結果、「日頃、

悩んでいること」について、「特になし」（29.4％）が最も多く、次いで「教員としての適性」

（24.4％）、「子育て」（9.8％）、「自分の病気」（6.7％）の順であった。「教員としての適性」

に悩んでいる教員の割合が約４分の１を占め、他の悩みに比べて特に多い結果となっている。 
 UNESCO(1966）による「教員の地位に関する勧告」では、教員の仕事を専門職として定

義し、「厳しい継続的な研究を経て獲得される専門的知識及び特別な技術を要求する公共的業

務」と規定している。障害児教育教員の「専門性」は、複雑な教育的ニーズを抱えた障害児

の増加を踏まえ、通常教育教員との専門性の差異は量的な差異とともに質的な差異も包含し

ている（清水，2003）。 
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 特殊教育から特別支援教育へと大きな転換が図られ、障害種の拡大や重度・重複化に伴う

一人一人のニーズに応じた適切な指導・支援の要求水準の引き上げや、学校と福祉・医療・

保健・労働機関等との連携など特別支援教育を担う教員に求められる専門性は非常に高まっ

ている。こうした現状の中で特別支援教育に携わる教員のストレスも飛躍的に高まり、問題

も年々深刻化している。 

 

２．SOC（首尾一貫感覚） 

 1990 年代以降、欧米や日本で SOC（Sence of Coherence）に関する研究が増加しており

（小田，1991；高山・浅野・山崎ら，1999）、SOC とストレスマネジメントとの関係や身体

的・精神的健康度の関連（depression，GHQ，QOL，phyical conditions，etc）が示されて

いる。 
 SOC とは、Antonovsky（1979）の提唱した健康生成論の中心的な健康生成要因で、非常

にストレスフルな経験をしながらも健康に生きる人々が保有する生きる力とされている。こ

の力は、問題が生じたときに自分の持っている様々な内的・外的な資源を動員する力である

と説明されている。 
 SOC は 3 つの要素から構成されており、①自分が置かれている状況や、将来起こるであろ

う状況をある程度予測、理解できる把握可能感（comprehensibility）、②どんな困難な出来

事でも自分で切り抜けられるという感覚や、何とかなるという処理可能感（manageability）、
③自分の人生・生活に対して、意味があると同時に価値観を持ち合わせている感覚である有

意味感（meaningfulness）をいう（山崎・戸ケ里・坂野，2008）。このような 3 つの感覚を

もって生活を送っている人は、ストレス状況に耐えうまく対処することができる、すなわち、

ストレス対処能力が高いとされる。 
 特別支援教育に携わる教員の SOC について国内では調査されておらず、特別支援教育教

員のストレスマネジメントに関する特性を知る手がかりになると考える。そこで、本研究で

は、特別支援教育に携わる教員のストレス要因及びメンタルヘルスと SOC の関連を明らか

にすることを目的とする。 

 

 

Ⅱ．方法 

 

１．調査対象 

 特別支援学校教諭免許状未所得で、障害児の指導を担当している教員 102 名を対象に質問

紙調査を実施した。 

 

２．手続き 

 2012 年 8 月 1 日の沖縄県教育職員免許法認定講習の休憩時において、調査の趣旨説明を行

いプライバシーの配慮をしたうえで調査票を 102 名へ配布、同日中に 93 名から回収を行っ

た。 
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３．調査内容 
質問紙調査の内容は以下の通りである。 

 

（1）フェイスシート 

回答者の基本属性 

   ・性別 

   ・年齢 

   ・教職経験年数 

フェイスシートでは、回答者の基本属性として性別・年齢・教職経験年数についてたず

ね、それぞれにおいて SOC にどのように関連しているのかを明らかにした。 

 

（2）SOC（首尾一貫感覚） 

 SOC は、Antonovsky が作成した SOC 英語版 29 項目尺度・13 項目縮約版尺度

（Antonovsky，1987）によって測定可能とされている。日本語版 SOC 短縮版尺度（山

崎，1999）は、Antonovsky の SOC 英語版 13 項目縮約版尺度を山崎らが翻訳し、信頼性・

妥当性の検証がされている（山崎・高橋・杉原，1997）。この尺度は 13 項目 7 件法で構

成され、得点の高いものほどストレス対処能力が強いとされている。また SOC は、把握

可能感覚（ comprehensibility ）、処理可能感覚（ manage-ability ）、有意味感覚

（meaningfulness）の 3 つの下位概念から成っている。本調査では、この日本語版 SOC
短縮版尺度を用いる。 

 

（3）ストレッサー尺度 

 高木・田中(2003)の先行研究で使用されたストレッサー尺度を用いる。鈴木・別惣・岡

東(1994)の役割曖昧性・役割葛藤尺度、橋本(1997)の対人ストレスイベント尺度、牧(1999)
の学校経営診断マニュアルから構成されており、それぞれ信頼性・妥当性ともに確認され

ている。本尺度は、「役割葛藤」「同僚との関係」「組織風土」「評価懸念」の 4 因子、25
項目から成り、「1．全くそうでない」「2．そうでない」「3．そうである」「4．とてもそ

うである」の４件法で回答し、項目の評定値を加算した値が得点となる。 

 

（4）精神健康度 GHQ28（中川・大坊，1985） 

 ゴールドバーグ（Goldberg,D.P.）が神経症、心身症を中心とする非器質性、非精神病

性の疾患の病状把握、スクリーニング・テストとして 60 項目からなる質問紙を英国で開

発した。因子分析の結果をもとに 28 項目版、30 項目版などの短縮版も作成されている。

本調査では、GHQ28 項目版を使用する。信頼性・妥当性の吟味がよくなされており、実

施・採点の簡便性、判別効率、適用範囲の広さなどから精神科、内科、学校、企業などで

広く用いられている。28 項目から成り、4 件法で回答を求め、「0－0－1－1 得点法」で得

点化する。精神健康度は、0～28 点の得点で精神健康状態が判断される。精神健康度得点

が 0 点に近づくにつれて精神健康状態は良好であり、6 点以上の得点になると、精神健康

状態が悪いとされる。さらに、28 点に近づくにつれて神経症者として診断される。 
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ね、それぞれにおいて SOC にどのように関連しているのかを明らかにした。 

 

（2）SOC（首尾一貫感覚） 

 SOC は、Antonovsky が作成した SOC 英語版 29 項目尺度・13 項目縮約版尺度

（Antonovsky，1987）によって測定可能とされている。日本語版 SOC 短縮版尺度（山

崎，1999）は、Antonovsky の SOC 英語版 13 項目縮約版尺度を山崎らが翻訳し、信頼性・

妥当性の検証がされている（山崎・高橋・杉原，1997）。この尺度は 13 項目 7 件法で構

成され、得点の高いものほどストレス対処能力が強いとされている。また SOC は、把握

可能感覚（ comprehensibility ）、処理可能感覚（ manage-ability ）、有意味感覚

（meaningfulness）の 3 つの下位概念から成っている。本調査では、この日本語版 SOC
短縮版尺度を用いる。 

 

（3）ストレッサー尺度 

 高木・田中(2003)の先行研究で使用されたストレッサー尺度を用いる。鈴木・別惣・岡

東(1994)の役割曖昧性・役割葛藤尺度、橋本(1997)の対人ストレスイベント尺度、牧(1999)
の学校経営診断マニュアルから構成されており、それぞれ信頼性・妥当性ともに確認され

ている。本尺度は、「役割葛藤」「同僚との関係」「組織風土」「評価懸念」の 4 因子、25
項目から成り、「1．全くそうでない」「2．そうでない」「3．そうである」「4．とてもそ

うである」の４件法で回答し、項目の評定値を加算した値が得点となる。 

 

（4）精神健康度 GHQ28（中川・大坊，1985） 

 ゴールドバーグ（Goldberg,D.P.）が神経症、心身症を中心とする非器質性、非精神病

性の疾患の病状把握、スクリーニング・テストとして 60 項目からなる質問紙を英国で開

発した。因子分析の結果をもとに 28 項目版、30 項目版などの短縮版も作成されている。

本調査では、GHQ28 項目版を使用する。信頼性・妥当性の吟味がよくなされており、実

施・採点の簡便性、判別効率、適用範囲の広さなどから精神科、内科、学校、企業などで

広く用いられている。28 項目から成り、4 件法で回答を求め、「0－0－1－1 得点法」で得

点化する。精神健康度は、0～28 点の得点で精神健康状態が判断される。精神健康度得点

が 0 点に近づくにつれて精神健康状態は良好であり、6 点以上の得点になると、精神健康

状態が悪いとされる。さらに、28 点に近づくにつれて神経症者として診断される。 

 

Ⅲ．結果 

 

１．フェイスシート 

（1）回収率 

本研究における調査のアンケートの回収数は 102 名中 93 名で、回収率は 91.2％であっ

た。また、欠損値についてはペアごとに除外して分析を行った。 

 内訳は、男性 21 名（22.6％）、女性 62 名（66.7％）、不明 10 名（10.8％）であった。 

 

（2）回答者の年齢 

 回答者の年齢については、「40 歳以上 45 歳未満」と回答した人が一番多く、25 名（26.9％）

であった。次いで、「35 歳以上 40 歳未満」が 16 名（17.2％）、「30 歳以上 35 歳未満」が

14 名（15.1％）、「45 歳以上 50 歳未満」が 14 名（15.1％）、「50 歳以上 55 歳未満」が 7
名（7.5％）、「25 歳以上 30 歳未満」が 6 名（6.5％）、「55 歳以上」が 3 名（3.2％）、「25
歳未満」が 0 名（0.0％）、不明は 8 名（8.6％）であった。 

 

（3）回答者の通算教職経験年数 

 回答者の通算教職経験年数の平均は 15.3 年±7.1 年であった。最大は 30 年 7 か月、最

小は 4 年であった。 

通算教職経験年数が 1 年から 10 年未満の教員を「若手教員群」、10 年以上 20 年未満の

教員を「中堅教員群」、20 年以上の教員を「ベテラン教員群」とした結果、「若手教員群」

は 26 名（30.6％）、「中堅教員群」は 33 名（38.8％）、「ベテラン教員群」は 26 名（30.6％）

となった。 

 

２．SOC 

（1）男女差の比較 

 男女差の検討を行うために、SOC についてｔ検定を行った。表１に男女別の各平均点

等を示す。その結果、男女の得点差は有意ではなかった。 

 

 

表１  男女別の平均値と SD およびｔ検定の結果 
 男性（ｎ=21） 女性（ｎ=62）  

ｔ値 
 

平均 SD 平均 SD 
把握可能感覚 21.52 5.27 21.08 5.57 0.32 n.s. 
処理可能感覚 16.76 3.95 16.58 4.08 0.18 n.s. 
有意味感覚 19.10 4.80 20.23 3.91 1.08 n.s. 
SOC 合計 57.38 12.68 57.89 11.25 0.18 n.s. 
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（2）通算教職経験年数の比較 

 通算教職経験年数の 3 つのグループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラン教員群」を

独立変数、SOC を従属変数とした分散分析を行った。その結果、「有意味感覚」において、

F(2，82)=1.77 であり 5％水準で有意な群間差がみられ、「若手教員群」＞「ベテラン教員

群」という結果が得られた。 
 
 

表 2 3 群の SOC 平均点 
 n 把握可能感覚 処理可能感覚 有意味感覚 SOC 合計 

若手教員群 26 23.19±4.05 17.81±3.93 21.08±3.33 62.08±9.62 
中堅教員群 33 20.42±5.95 16.85±3.43 19.06±4.36 56.33±11.85 

ベテラン教員群 26 20.00±5.84 15.04±4.54 19.81±4.45 54.85±12.49 
F  2.74 3.32 1.77 2.96 
p  n.s. n.s. *       n.s. 

 * p＜0.05 
 
 
３．尺度間の関連 
（1）SOC とストレッサー尺度 

 SOC（３下位尺度）とストレッサー尺度（４下位尺度）について下位尺度得点間の

Pearson の積率相関係数を求めた（表 3）。 
 その結果、「把握可能感覚」と有意な相関が得られたストレッサー下位尺度は「役割葛

藤」（r=-0.476, p<0.01）、「同僚との関係」（r=-0.393, p<0.01）、「組織風土」（r=-0.341, 
p<0.01）、「評価懸念」（r=-0.550, p<0.01）、「処理可能感覚」と有意な相関が得られたの

は「役割葛藤」（r=-0.529, p<0.01）、「同僚との関係」（r=-0.460, p<0.01）、「組織風土」

（r=-0.340, p<0.01）、「評価懸念」（r=-0.407, p<0.01）、「処理可能感」と有意な相関が得

られたのは「役割葛藤」（r=-0.375, p<0.01）、「組織風土」（r=-0.329, p<0.01）、「評価懸念」

（r=-0.338, p<0.01）であった。「有意味感覚」と「同僚との関係」においてのみ有意な相

関はみられなかった。 
 
 

表３ SOC とストレッサー尺度との相関 
尺度名  ストレッサー尺度 

 下位尺度 役割葛藤 同僚との関係 組織風土 評価懸念 
 

SOC 
把握可能感覚 -0.476** -0.393** -0.341** -0.550** 
処理可能感覚 -0.529** -0.460** -0.340** -0.407** 
有意味感覚 -0.375** -0.196 -0.329** -0.338** 

      **p<0.01 
 

* 



Received 
September 18,2012

Accepted
October 27,2012

Published
October 31,2012

Asian Journal of Human Services ,  VOL.3 167-176Human

Services

173

（2）通算教職経験年数の比較 

 通算教職経験年数の 3 つのグループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラン教員群」を

独立変数、SOC を従属変数とした分散分析を行った。その結果、「有意味感覚」において、

F(2，82)=1.77 であり 5％水準で有意な群間差がみられ、「若手教員群」＞「ベテラン教員

群」という結果が得られた。 
 
 

表 2 3 群の SOC 平均点 
 n 把握可能感覚 処理可能感覚 有意味感覚 SOC 合計 

若手教員群 26 23.19±4.05 17.81±3.93 21.08±3.33 62.08±9.62 
中堅教員群 33 20.42±5.95 16.85±3.43 19.06±4.36 56.33±11.85 

ベテラン教員群 26 20.00±5.84 15.04±4.54 19.81±4.45 54.85±12.49 
F  2.74 3.32 1.77 2.96 
p  n.s. n.s. *       n.s. 

 * p＜0.05 
 
 
３．尺度間の関連 
（1）SOC とストレッサー尺度 

 SOC（３下位尺度）とストレッサー尺度（４下位尺度）について下位尺度得点間の

Pearson の積率相関係数を求めた（表 3）。 
 その結果、「把握可能感覚」と有意な相関が得られたストレッサー下位尺度は「役割葛

藤」（r=-0.476, p<0.01）、「同僚との関係」（r=-0.393, p<0.01）、「組織風土」（r=-0.341, 
p<0.01）、「評価懸念」（r=-0.550, p<0.01）、「処理可能感覚」と有意な相関が得られたの

は「役割葛藤」（r=-0.529, p<0.01）、「同僚との関係」（r=-0.460, p<0.01）、「組織風土」

（r=-0.340, p<0.01）、「評価懸念」（r=-0.407, p<0.01）、「処理可能感」と有意な相関が得

られたのは「役割葛藤」（r=-0.375, p<0.01）、「組織風土」（r=-0.329, p<0.01）、「評価懸念」

（r=-0.338, p<0.01）であった。「有意味感覚」と「同僚との関係」においてのみ有意な相

関はみられなかった。 
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* 

（2）SOC と GHQ（精神健康度） 
 SOC（3 下位尺度）と GHQ（精神健康度）について尺度得点間の Pearson の積率相関

係数を求めた（表 4）。 
 その結果、「把握可能感覚」と有意な相関が得られた GHQ 下位尺度は「身体的症状」

（r=-0.473, p<0.01）、「不安と不眠」（r=-0.610, p<0.01）、「社会的活動障害」（r=-0.469, 
p<0.01）、「うつ傾向」（r=-0.323, p<0.01）、「処理可能感覚」と有意な相関が得られたの

は「身体的症状」（r=-0.493, p<0.01）、「不安と不眠」（r=-0.515, p<0.01）、「社会的活動障

害」（r=-0.325, p<0.01）、「うつ傾向」（r=-0.354, p<0.01）、「処理可能感」と有意な相関が

得られたのは「身体的症状」（r=-0.310, p<0.01）、「不安と不眠」（r=-0.430, p<0.01）、「社

会的活動障害」（r=-0.422, p<0.01）、「うつ傾向」（r=-0.433, p<0.01）であった。 
 
 

表 4 SOC と GHQ の相関 
尺度名  GHQ 

 下位尺度 身体的症状 不安と不眠 社会的活動障害 うつ傾向 
 

SOC 
把握可能感覚 -0.437** -0.610** -0.469** -0.323** 
処理可能感覚 -0.493** -0.515** -0.325** -0.354** 
有意味感覚 -0.310** -0.430** -0.422** -0.433** 

      **p<0.01 
 
 
 
４．因果関係の検討 
（1）GHQ（精神健康度）を従属変数とした重回帰分析 

 SOC が GHQ（精神健康度）に与える影響を検討するために、重回帰分析を行った。結

果を表 5 に示す。また、重回帰分析に基づくパス図を図１に示す。 
ステップワイズ法で重回帰分析を行った結果、調整済み R2値は 0.448 となり、一定程

度の説明力を有するモデルであることが示された。ベータ（β）値の絶対値が大きい方が

GHQ への影響力が高いとされており、把握可能感覚（β＝0.330）が最も高く、次に処理

可能感覚（β＝0.263）、有意味感覚（β＝0.202）となった。 
 
 

表 5 重回帰分析結果（標準化係数（β）） 
 標準化係数（β） ｔ値 有意確率 

把握可能感覚 0.330 2.79 0.00** 
処理可能感覚 0.263 2.47 0.02* 
有意味感覚 0.202 2.07 0.04* 

従属変数：GHQ  * p＜0.05  ** p<0.01   
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図１ 重回帰分析結果（パス図） 

 

 

Ⅳ．考察 

 

１．男女差・教職経験年数の比較 

 男女差の検討を行うために、SOC について t 検定を行った結果、男女の得点差は有意では

なかった。また、通算教職経験年数の 3 つのグループ「若手教員群」「中堅教員群」「ベテラ

ン教員群」を独立変数、SOC を従属変数とした分散分析を行った結果、SOC の下位尺度「有

意味感覚」においてベテラン教員よりも若手教員の方が有意に高かった。これは、ベテラン

教員は若手教員に比べ、自分の人生や生活に対して意味があると感じることができていない

ということである。 

 SOC は遺伝的な生得能力ではなく、経験によって生成する後天的な資質であるとされてい

る。また、SOC を強くするものとして、汎抵抗資源（Generalized Resistance Resources：
GRRs）が挙げられている。これは、特定でなく多様なストレッサーに対応するための資源

のことで、資金、知識、自我の強さ、ソーシャルサポート、文化的な安全性などを含む。こ

れらにより、「一貫性（consistency）」、「バランスのとれた負荷（underload-overload balance）」、
「結果の形成への参加（participation in shaping outcome）」に特徴付けられる良質な人生

経験がもたらされ、それによって SOC が強化されると言われており、さらに、この繰り返

しが SOC を形成するとされている。有意味感覚の成長には、「社会的に価値ある意思決定へ

の参加」が重要であり、これは仕事上の喜びや誇りと関係している（Antonovsky，1987）。
すなわち、職場において汎抵抗資源を得られ、良質な人生を経験できるような環境であれば、

職場に就いた後でも SOC は成長し、ストレスに対して適応することが可能になると予想さ

れる。また逆に、そのような環境を与えなければ、SOC は低下して不適応な状態に陥る可能

性もあると考えられる。 
 このように、経験によって強化されると考えられる有意味感覚であるが、教職経験におい
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ては経験年数が長いベテラン教員の方が有意味感覚は低かった。長年にわたる長時間労働や、

責任のある職務を任せられることによる高負荷・心身の消耗により、職務への意欲低下も考

えられる。また、教員にとって、昇進・昇格や給与の変化があるわけではなく、教員の職場

組織では、各人の希望に沿ったキャリア・コースが用意されているとは言えない。ポストや

活躍の場がほとんど用意されていないなか、教員それぞれが職務への意欲や向上心を保ち続

けることは困難になっていくのではないだろうか。こうした職場環境により、汎抵抗資源が

得にくく、有意味感の低下につながっていると考える。 

 

２．尺度間の関連と GHQ（精神健康度）を規定する要因の検討 

 SOC の下位尺度「把握可能感覚」「処理可能感覚」「有意味感覚」とストレッサー下位尺度

「役割葛藤」「同僚との関係」「組織風土」「評価懸念」の相関をみると、「有意味感覚」と「同

僚との関係」以外のすべての下位尺度間において負の相関がみられた。これは、SOC、つま

りストレス対処能力が高ければ高いほど、各ストレッサーが軽減されることを示している。 
 また、SOC の下位尺度「把握可能感覚」「処理可能感覚」「有意味感覚」と GHQ 下位尺度

「身体的症状」「不安と不眠」「社会的活動障害」「うつ傾向」の相関をみると、すべての下位

尺度間において負の相関がみられた。これは、SOC が高ければ高いほど、各メンタルへルス

の状態が良好となることを示している。また、重回帰分析の結果より、教員のメンタルへル

スに影響を及ぼすのは順に、「把握可能感覚」「処理可能感覚」「有意味感覚」であるというモ

デルが構築された。 
 SOC は深刻なストレッサーに遭遇しても、むしろそれを成長の糧とし、かつ良い健康状態

を保っている人々が共通してもつ特徴として見つけ出されたものである。SOC はストレッサ

ーからストレスを受けてストレス状態に至る過程のいずれにも強い抑制力を持ち（山崎，

2003）、看護師や医療職者を対象とした研究においても、SOC が強い人ほどストレスが少な

い（本江・星山・川口，2003）など、SOC の効果が示されている。こうした報告と同様に、

特別支援教育に携わる教員においても、SOC のストレス対処能力としての機能を裏付ける結

果であったと考えられる。特別支援教育教員のメンタルへルス改善のため、SOC の保持・増

進の必要性が示唆された。 
 

付記 

 

 本研究は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）「特別支援教育にかかわる教員の専

門性とメンタルヘルスとの関連に関する実証的研究（研究代表者；田中敦士 課題番号

21531032）」の助成を受けて行った。調査に協力くださいました学校教員の方々および情報

提供を頂きました研究協力者の皆様方に感謝いたします。 
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